
小委員会名 地方における公共工事の入札契約方式研究小委員会 
テーマ名 優良な地場建設企業が存続可能な地方独自の入札契約方式の研究 

 
①研究目的 
 

地場企業が主となる地方における入札契約環境の改善を目指して、規模や地域特性

を反映した企業評価の手法など地方独自の入札契約方式のあり方について検討し、

その結果を社会に還元することを目的とする。 

②成果概要 
 

●中間 
 

○最終 
（該当に●） 
 

発注者および受注者双方の立場から、地方自治体における「公共事業に対する取

り組み姿勢」や「競争入札や総合評価型等の現行制度」について問題点を整理した。

この結果から、自治体におけるマンパワー不足ならびに企業間格差と受注機会の矛

盾をいかに解消するかを主に検討してきた。これらの成果を中間報告としてとりま

とめて 8 月の報告会で発表した。 
また、11 月に公共調達に関する地域シンポジウムを開催して、市町村、県およ

び国それぞれの立場における問題点を抽出するとともに、公共調達としての入札契

約方式の方向性について実務者・有識者からの意見および情報を収集整理した。 
これらの結果から、地場企業が努力目標にでき、かつ自治体発注側が適正な企業

評価を行うためには、成績評定（工事および業務）の運用が最も重要なポイントで

あるとして、表彰制度等のあり方も含めて各自治体における成績評定や評価点の現

状を調査し、「良い仕事をした業者には良い点をつける」体制をめざしての検討を

現在実施しているところである。 

③研究期間 
 進捗度 

2009 年 7 月～ 2011 年 3 月（研究開始から 2 年目） 
○予定より進んでいる ○ほぼ予定どおり ●予定より遅れ気味（該当に●） 

④研究体制 
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小委員会委員数 14 名 
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